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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 本研究は、環境・経済統合勘定体系（SEEA）に基づいた循環経済・脱炭素社会シナリオを分析して

物質のストック・フローを考慮した定量的評価を行うものであり、循環経済・脱炭素社会をめざした

環境施策に貢献するものと評価される。温室効果ガスの排出も考慮に入れた詳細な産業連関表の作成

など、今後の環境施策に必要な基盤的データを提供している。一方、環境施策に結びつけるためには、

いくつかの未来シナリオを示した、シナリオ分析が期待される。なお、研究成果については、発表プ

レゼンの見せ方の改善が必要であり、一般市民が理解できるようにわかりやすく説明した書籍化とと

もに、本研究の成果の革新性を示すための学術論文の発表を期待したい。 

 

 


